
排水設備等工事チェックシート（共同管用）

事業者名：

データ更新年月日：
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桝の深度に対しての桝の口径は基準を満たしていたものを使用している
深度200ｃｍまで：桝径30ｃｍ（硬質塩化ビニル製汚水桝）
それ以上：桝径75ｃｍ（コンクリート製０号人孔）

R8.4.1

管の口径はφ150ｍｍ以上のものを使用している。

排水管の延長が、その管径の１２０倍を超えない範囲で桝を設置している

排水管を建築物等の真下に配管していない

桝の口径はφ200ｍｍ以上のものを使用している

勾配が基準を満たしている
φ150：1.7％以上
φ200：1.5％以上
φ250：1.3％以上
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確認事項

（完成届の場合のみ）
計画確認時から桝の増減、ルートの変更（系統の増減）はない。
増減がある場合、市に変更届を提出している。

屈曲点や会合点には必ず桝を敷設している

既設公共桝を再利用する場合、設置後の経過年数が30年未満であるこ
とを確認している。
（30年以上経過している場合は施設整備課と協議。鉄蓋の裏に桝の製造
年が刻印されている）

接続先が私設下水道（排水設備）の場合は接続や使用にかかる同意を
得ている。

それぞれの桝の市章の有無は適切か
（公共下水道本管から取り出した最初の桝のみ市章あり・他は市章なし）

最低土被りを確保している
私道：45ｃｍ
公道：60ｃｍ（道路管理者へも確認が必要）

それぞれの桝の耐荷重は適切か
宅地内：８ｔ以上
道路部：２５ｔ以上
※公道部は道路管理者への確認も必要
※大型車両が乗り上げない幅員5.5m未満の通路の場合１４ｔも可

三
　
そ
の
他

工事調書に、縮尺及び方位を記載している。
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